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（2009・11・13） （禁煙例会）第１８５２例会 報告
◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

！！創 立 記 念 例 会 ・ １ ０ ０ ％ 出 席 例 会
１．点 鐘
２．ロータリーソング
３．来訪者紹介
４．会長報告
５．幹事報告
６．食 事
７．委員会報告
８．卓 話 金子福松パスト会長

例会終了後例会運営委員会開催９．点 鐘

◆ビジター
名誉会員 星野精助君

下井田会長◆会長報告
１．昨日 月 日が桐生西ＲＣ創立記念日ですので、１１ １２

本日の例会を創立記念例会並びに ％出席例会と１００
させて頂きました。この後、金子福松パスト会長に
卓話をお願いしております。改めて先輩皆様が歩ま
れた足跡とご功績に感謝申し上げ、私も会長として
クラブを盛り上げて参りたいと存じます。また見事

％出席を達成できました。ご尽力頂きました担１００
当会員始め会員皆様に心より感謝申し上げます。

２．地区から次年度の地区委員の推薦依頼が来ており
ましたので、地区広報委員に東郷庸史君を、地区ロ
ーターアクト委員に坪井良行君を推薦することに、
理事会で決定致しました。お二人には是非ご活躍い
ただきたいと思います。またクラブで推薦したとい
うことは、クラブをあげてお二人を応援することで
すので、ご協力をお願い致します。また、矢野亨君
に同じく地区からガバナー諮問委員の要請が届いて
おります。

３． 月 日 の日程で姉妹クラブのフィ１１ １９～２２ (木～日）
。リピン･マンダルヨンＲＣ公式訪問に行って参ります

参加メンバーは私と中野理事、石川ニコニコ 委BOX
、 、 。員長 江原国際奉仕委員長 天沼･家住委員の 名です６

◆新築祝い贈呈

花房孝道君が
。自宅を新築されました
。おめでとうございます

向田幹事◆幹事報告
◇例会終了後１Ｆで例会運営委員会を開催致します。

。◇家族会秋の食事会決算書を配布致しました
◇例会変更のお知らせ

前橋ＲＣ 11/24､12/8､12/29(休) 前橋南ＲＣ 11/18
前橋北ＲＣ 11/23(休) 渋川みどりＲＣ 11/17

◇クラブ会報が到着しています
桐生ＲＣ 11/9

稲森ＳＡＡ◆ＳＡＡ
年度当初、下井田会長の発案により食事にメリハ

リをつける一貫として、本日は桐生西ＲＣ創立記念
日をお祝いする特別メニューを用意致しました。お
赤飯とお頭付きの鯛ではなく鯵ですが、どうぞご賞
味下さい。

１２１０キロカロリー◆食事メニュー
赤飯、鯵の塩焼き、沢煮椀、香の物、嶺岡豆腐

◆委員会報告
花房委員長□出席委員会

総数 名（免除者 名の内 名出席の為 名を除く）４９ ９ ６ ３
出席率対象者 名、 出席率対象者出席人数 名４６ ３６
欠席者 名(内前メイク 名) 出席率 ％１０ １０ １００
前々例会修正出席率 ％ （最終欠席者４名）９０．４８

石川委員長□ニコニコＢＯＸ委員会
桐生西ＲＣ創立 周年を祝して 名誉会員･星野精助君３８

〃 星野君､片貝君､山岸君
クラブ創立記念日に因んで卓話をさせて頂きます 金子君
金子福松パスト会長､卓話ありがとうございます

稲森君､井本君､阿左美君､岡田君､横塚君､乾君､
前原君､栗原君､新木君､津久井君､斎藤君

祝出席 ％達成 下井田君､正田君１００
％出席例会ご協力ありがとうございました 向田君１００
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新築祝をいただきありがとうございました 花房君
前原委員□ロータリー財団委員会

桐生西ＲＣ創立 周年を祝して 星野君､斎藤君３８
金子福松パスト会長､卓話ありがとうございます

稲森君､岡田君､鳥嶋君､前原君､
近藤君､津久井君、横塚君

％出席例会ご協力ありがとうございました 向田君１００
ロータリー財団月間に因んで 金子君､山岸君
舩戸さんお世話様でした 栗原君

日の金曜日です｡注意する日です 阿左美君１３
ラグビーシーズン真最中 日全日本とカナダの試合１５
楽しみにしています 花房君

舩戸委員長□米山奨学委員会
桐生西ＲＣ創立 周年を祝して 星野君､斎藤君､金子君３８
金子福松パスト会長､卓話ありがとうございます

稲森君､阿左美君､岡田君､鳥嶋君､前原君､
栗原君､近藤君､津久井君､片貝君､舩戸君

％出席例会ご協力ありがとうございました１００
花房君､向田君

桐 生 西 Ｒ Ｃ 創 立 記 念 卓 話

金子福松パスト会長

「桐生西ＲＣ
創立記念日に因んで」

会員の皆様ご承知のように、 月 日が我が桐生西１１ １２
ＲＣの創立記念日になります （昨日でした ）。 。

過日、阿左美プログラム委員長から「創立記念日に因
」 、 。んで ということで 卓話をするよう依頼がありました

然し、創立時のことは今まで何回も諸先輩方が話してお
り、又、私も創立に関連していることは何度か話してい
るので、もう種切れだからとお断りしたのですが、新し
い会員で未だ知らない方もいるから、創立時のことを何
でもよいから話せということで、引き受けることにしま
した。

私の記憶も大分うすれてきて、断片的になって、あま
り面白い話は出来ないと思いますが、当時を振り返りな

、 。がら話してみますので お付き合い戴きたいと思います
話の骨子としては、創立当時のことと、前原勝樹先生

について話します。先々週の第 回記念例会で、矢１８５０
野先生がクラブ創立時のことを少し話されましたが、そ
の当時、矢野先生が一番苦労されたのではないかと思い
ます。

当クラブ創立に当っては、スポンサークラブの桐生Ｒ
Ｃから星野重夫会員、星野精助会員のお二人、又、同じ
くスポンサークラブの桐生南ＲＣから矢野亨会員と新井
敏夫会員のお二人が移籍して、４名がキーメンバーにな
って設立前の諸々の準備について、かなりハードな仕事
をこなして来られたと想像されます。

その設立時の指導をされたのが、桐生ＲＣのＰＧ前原
勝樹先生でした。当時は地区の拡大補助者という役職を
されていました。前原先生は設立の後もずっと当クラブ
の発展に指導的役割を果たして戴き、逝去されるまで、
当クラブの名誉会員になって戴きました。

さて、桐生西ＲＣの創立時の会員（チャーターメンバ

ー）はキーメンバーの 名を入れて 名でした。４ ３１
特別代表は金友織物の金子友三郎氏でした。
会員の選定に当っては、特別代表及びキーメンバーの

業界や人脈を通じて募集されたようですが、私もその時
入会させて戴きました。

ただその当時は、私も仕事の方が忙しく、毎週の例会
に出席することは、考えただけでも到底出来ないし、未
だ修行中の身で、ロータリー入会は時期尚早と考え、最
初は断り続けていました。

以前、星野精助さんが卓話で話されたことがあります
が、その頃、星野精助さんがリーダーとなって、大間々
に「二十日会」という会があり、私もその仲間に入れて
戴きました。
「 」 、 、二十日会 というのは 町で事業をしている人達で

親が社長でまだ健在の二世達の集まりでした。仕事は第
、 、一線でそれなりにやっているのに 親に頭が上がらない

、 、お得意様にも同様 それらのストレスを解消するために
親睦を主体とした勉強会でもありました。毎月 日頃２０
が仕事の関係で、割合時間が作れそうだということで、
毎月 日前後の夜、会合を開いていたものです。２０

桐生西ＲＣ設立の準備が始まったときに、星野精助さ
んの提案で、この「二十日会」を発展的に解散して、新
しい桐生西ＲＣの会員として、もっと広い視野での活動
に参加しようということになり、多くの人が桐生西ＲＣ
の創立会員になった訳です。

当時私は 才でした。奇しくも桐生西ＲＣも発足し３８
て 年になります。即ち、私の今までの人生の丁度半３８
分がロータリークラブに所属していたことになります。

この様にして、創立会員も 名集まり、 （昭和３１ １９７１
）年 月 日に金友㈱に於いて、創立総会が開催さ４６ １０ ２９

れ、ロータリーの基本的な説明も受け、少しづつロータ
リーのことが解って来ました。

そこで、 （昭和 ）年 月 日に金友㈱に於１９７１ ４６ １１ １２
いて、桐生西ＲＣの仮発会式が挙行され、これが桐生西
ＲＣの第１回目の例会になった訳です。

この仮発会式では、当時のガバナー高畠佳次氏、特別
代表の金子友三郎氏、ＰＧ前原勝樹先生、小山桐生市長
さん始め、ロータリークラブの来賓多数をお迎えして、
緊張した式典でした。

チャーターメンバーは 名でしたが、Ｎ会員１名だ３１
け病気とのことで欠席でした。

４名のキーメンバー以外は、全員ロータリーは初めて
の会員でしたから、見るもの、聞くもの、みんな新しい
ことばかりで、不安と期待が入り交じって、真剣そのも
のでした。

そして、キーメンバー４名の方々が初代の会長（星野
）、 （ ）、 （ ）、重夫会員 副会長 星野精助会員 幹事 矢野亨会員

会計（新井敏夫会員）に就任され、他の会員にも夫々会
務分担が与えられました。

この発会式の様子は、我がクラブ会報の創刊号に掲載
されています。

私は、初代の会報委員長に任命され、毎例会の記録を
出来るだけ詳細に、会報に記録して残す事に努めて参り
ました。

チャーターメンバーで現在残っている方は、名誉会員
、 、 、 、の星野精助氏 矢野亨会員 平澤宏会員 星野幸男会員

井本上輔会員（途中で一度退会し再入会）、そして私
金子です。

１９７１ ４６ １１ ２０仮発会式から約１週間後、 （昭和 ）年 月
日付で、国際ロータリー加盟が承認されたという通知が
来ました。当時としては異例の速さとのことで、然も世
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界で 番目というラッキー でした。１５，０００ No
（日本のロータリークラブとして 番目というこ１，０８１
とです ）。

ここで、ＰＧ前原勝樹先生についてお話いたします。
前原勝樹先生の書かれた『ロータリー入門書』は、あま
りにも有名な本ですが、その中に、銘記すべき次の言葉
が出てきます。

◎ロータリーの終局の目的は何か？
『それは、人間関係を改善することによって、

よりよい社会を創り、平和な世界を築くために
貢献することである。その人間関係の改善のため
には、一人ひとりの人間の善意を呼び起こし、
同志が深い信頼と友情によって
結ばれた時に、初めて出来るものである 』。

と述べて居られます。
そして、これも有名な言葉ですが、

『もし善意というものがないなら、
ロータリーはただの社交クラブだ。

職業奉仕は金儲けでしかなく、
社会奉仕というも施しにすぎず、

国際奉仕は外交以外の何ものでもない 』。
この言葉を、当時のＲＩ会長（ 年度ＲＩ会１９７１-７２

長）アンスト･Ｇ･ブライトホルツ氏（スウェーデン）に
提唱したとのことでした。

この言葉を参考にして、その時のＲＩ会長テーマ
『善意は先ずあなたから

“ 』Good will begins with you”
が生まれたとのことです。
この前原勝樹先生とＲＩ会長ブライトホルツ氏の関係

で、桐生西ＲＣが異例の早さでＲＩ加盟が承認され、し
かも 番目というラッキー まで戴けたのでは１５，０００ No
ないかと想像されています。

発会式後の毎週の例会は、前原先生初め、当時の分区
代理 桐生ＲＣの松島貫一氏、ロータリーのベテラン
桐生ＲＣの吉野一郎氏、桐生南ＲＣの菊地晤氏など、多
数のロータリアンの方々から、ロータリーに関していろ

、 （ ）いろと御指導を戴き 認証状伝達式 チャーターナイト
に向けて、準備が始まる訳です。

会員も、もっと増強して、チャーターナイトをより盛
大にやろうということで、チャーターメンバー 名の３１
中、Ｎ会員が退会していたので、更に 名の新会員を得９
て、 名で準備に入りました。３９

名の新会員の中、現在残っている会員は斎藤憲一会９
員、深沢亮一（現 直十郎）会員（途中で一度退会して
再入会）です。

チャーターナイトは、発会式の翌年 （昭和 ）１９７２ ４７
。 、年 月 日に桐生市産業文化会館で挙行しました 来賓４ ２７

ロータリアン、御夫人方、報道関係等、 名近くが参６００
加し、盛大に開催されました。

番目に国際ロータリーに加盟認証されたクラ１５，０００
ブということで、皆さんから祝福され、今後の活動を期
待されました。我々会員も、大勢の人が集まった晴れや

、 、 、 、かな会場で 一人ひとり 家内共々 皆さんに紹介され
非常に感激した一場面でした。

これら、当クラブの発会式前後のことから、各例会の
内容等は、クラブ会報に記載されて残って居ります。

そして、去る第 回記念例会のときに、私が卓話を８００
させて戴き 「会報に見るクラブの歴史」というタイト、
ルで話しました。その時の内容は、故奥村栄一郎会員の
指示で「 年の歩み」に記録として掲載されて居りま２０
すので、何かの機会にお読み戴ければ幸いです。

それでは、ここでパワーポイントを使って映写します
ので、見て戴きたいと思います。これは事務局の清水さ

んに頼んで作成したものです。
画面を見ながら補足説明をして参ります。

① 仮発会式会場の写真

クラブ会報創刊号の１面に掲載したもの。
まだ、クラブがＲＩから正式に認証されていない、
仮クラブのため仮発会式と呼びます。

② （国際ロータリーの機関雑誌）のThe Rotarian
の表紙及び 頁の記事紹介１９７２．Feb． ２０

番目にできた桐生西ＲＣが、社会奉仕活動１５，０００
として大間々町の養老院「高津戸荘」を慰問したとい
う記事が、そのときの写真３枚入りで掲載。記事の中
に、ＲＩ加盟認証 番目が 年の英国のヨーク１，０００ １９２１

、 、ＲＣ 番目が 年の米国のロックマートＲＣ５，０００ １９３９
番目が 年のインドのマンダビＲＣ、１０，０００ １９５８

そして 番目が 年の日本の桐生西ＲＣと１５，０００ １９７１
あります。
（現在世界のＲＣ数は 位とのことですから、３３，８００

随分発展したものです ）。
（ ）③ チャーターナイトの写真 当時のアルバムから数枚

ガバナー高畠佳次氏から星野重夫会長が「ＲＩ加盟認
証状」を伝達されている写真。
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会員夫妻が皆さんに一人ひとり紹介されている写真。

④ 前原勝樹先生御夫妻が生前お元気な頃のスナップ写真

年度 第 地区大会１９９０－９１ ＲＩ ２５６

新潟県新津市市民会館にて

（私が会長として参加したとき撮影）

以上、あまりまとまらない話になりましたが、ご容赦

戴きたいと存じます。

又、資料作りに協力して下さった事務局の清水さんに

感謝申し上げます。

《次例会予告》

１１月２７日(金) 外部卓話

太極拳講師 塩谷治江様

アーチ Ｃ. クランフ氏ロータリー財団の創始者

アーチ クラン1916-17年ＲＩ会長 C.
フ氏は 「世界でよいことをするた、

」 。めに 基金の設置を提案しました
この基金が「ロータリー財団」

の始まりです。
このアーチ クランフ氏は驚くC.

べき人物だったそうです。
年に米国ペンシルベニア州1869

の貧しい家庭に生まれ、家計の足
しにするために、 歳で学校を辞12

めて仕事に就きました。 歳の時、クヤホガ材木会社16
の使い走りになり、自分の考えで夜間学校に入学し、
大変な仕事の後、電車賃を節約するために、片道 マ4
イル の距離を歩いて学校に通いました。（約6.5km）

会社の経営が危なくなった時、クヤホガ材木会社は
クランフ氏をマネージャーに昇格しました。彼は会社
の経営を好転させ、米国中西部の材木業界で最も収益
性の高い企業の つにまで発展させました。元使い走1
りの少年はその後、同社を購入し、さらに銀行や汽船

、 。会社など 数々の企業の社長や副社長に就任しました
歳のとき、クランフはフルートの演奏を独学で学18

びました。 年後、フルートの名手となった彼はクリ3
ーブランド・シンフォニー・オーケストラのフルート
演奏家となり、その後 年間シンフォニーで演奏を続14
けました。

年「材木卸売ならびに小売」の職業分類でクリ1911
ーブランド･ロータリー･クラブの創立会員、 年に1912
はクラブ会長、そして ＲＩ会長になりま1916-17年度
した。

㈱ 藤 井 経 営

小 林 惠 司取締役部長

1 0 - 2 0伊 勢 崎 市 大 手 町
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Ｎｏ．４５メ ン バ ー は 今 ! !
平塚英夫会員平塚英夫会員

平塚さんは平成元年 月 日に入７ １４

会した、ロータリー歴 年の年長２０

会員である。推薦者はプリオパレ

ス社長の松井さんである。同期入

会者に中野さんと退会した長谷川

さんがいた。 村岡年度１９９７－９８

の幹事を務めている。この年度は直

前に桐生赤城ロータリークラブの創立

総会が開かれた時であり、多数の会員がチャーターメ

ンバーとして赤城クラブに移籍し、クラブ運営にもそ

れなりの困難さがあった時の幹事として、大変苦労を

されたようである。平時のクラブ運営にも幹事は細部

にわたって気を遣いながら例会その他を切り回す役割

であり、ましてや新クラブのスポンサークラブとして

の運営には幾多の出来事があったに違いない。

、平塚さんの入会当時には 人を超す会員が在籍し７０

クラブの運営も非常に厳格に行われていた由。非常に

活気のあるクラブではあったが、新人には厳しさが身

にしみたとのこと。現在のロータリークラブは会員個

人に対して己を律する厳格さがなくなった分、楽かも

しれないと話す。しかし、その厳格な自己規律を求め

るからこそロータリークラブが現在迄営々と存続して

いるのではないかと想う時、平塚さんを含めた年長会

員の現在の西クラブに対する苦言を真摯に頂きたいと

思う。
前年度クラブ会報･雑誌委員長 片貝良一

群 馬 大 学

片 貝 良 一名誉教授･特任教授

桐生市天神町1-5-1 群馬大学ｲﾝｷｭﾍﾞｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ
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